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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第14期

第２四半期連結
累計期間

第15期
第２四半期連結
累計期間

第14期

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日

自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日

自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日

売上高 (千円） 9,182,337 10,848,514 19,646,258

経常利益 (千円） 784,284 1,076,416 1,749,049

四半期（当期）純利益 (千円） 362,168 542,054 949,542

四半期包括利益又は包括利益 (千円） 426,570 793,507 1,115,514

純資産額 (千円） 4,224,375 5,385,630 4,822,278

総資産額 (千円） 12,214,935 13,043,499 12,688,974

１株当たり四半期（当期）純利益 (円） 18.20 26.35 47.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
(円） 15.89 23.41 41.26

自己資本比率 (％） 33.3 39.0 36.6

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円） △230,918 607,555 661,804

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円） △1,972,621 △602,504 △2,350,234

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円） 2,067,107 △474,561 1,525,275

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(千円） 2,341,428 1,852,048 2,321,435

　

回次
第14期

第２四半期連結
会計期間

第15期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日

自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円） 12.01 7.39

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社ウェブクルー）及び連結子会社16社より構成されて

おり、保険サービス、生活サービス、車関連、メディアレップを主たる事業としております。

　当第２四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次

のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状

況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

　

<保険サービス>　

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

　

<生活サービス>

　主要な関係会社の異動は、当第２四半期連結会計期間より、持分比率が低下し、重要性が低下したため、網洋信息

資産管理諮詢（香港）有限公司及びＢＰＯバンコク㈱を連結の範囲から除外しております。また、㈱家計見直し.com

は平成26年３月31日をもって㈱保険見直し本舗に吸収合併されております。

　

<車関連>

　主要な関係会社の異動は、当第２四半期連結会計期間より、㈱ウェブクルータイランドは持分比率が低下し、重要

性が低下したため、連結の範囲から除外しております。また、㈱車屋本舗は平成25年12月31日をもって㈱ウェブク

ルーエージェンシーに吸収合併されております。

　

<メディアレップ>　

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

　

<その他>

　主要な関係会社の異動は、㈱小肥羊パートナーズを新規設立したため、平成25年10月より連結の範囲に含めており

ます。また、第１四半期連結会計期間より、重要性が低下したため、アカウンティングポーター㈱を連結の範囲から

除外しております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災からの復興需要に加え、政権交代後に打ち出さ

れた経済政策・金融政策の効果が下支えし、円安傾向の定着や物価の緩やかな上昇、製造業を中心とした企業収益

の改善が顕著となってまいりました。また消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要もあり、個人消費は増加傾向に

ありました。しかしながら、米国の金融政策の動向、中国をはじめとする新興国経済の減速懸念など、世界経済の

先行き不透明感は依然大きく、予断を許さない状況にありました。一方、インターネット関連業界におきまして

は、超高速ブロードバンドサービスの契約数が、固定系、移動系合算で平成25年12月末現在7,327万契約（総務省

調べ）となり、スマートフォンの急速な普及を背景に大きく契約数を伸ばしてまいりました。またタブレット型Ｐ

Ｃの利用も拡大しており、消費者が時間や場所を選ばずウェブサイトを閲覧する機会が増加するとともに、イン

ターネットユーザーがウェブサイトに求める視認性やユーザビリティも大きく変わろうとしています。

　このような環境のなか、当社グループでは①保険・生活サービス・車関連事業における新商材の開発、②ダイレ

クトマーケティングの更なる推進、③㈱保険見直し本舗のブランディングの推進を平成26年９月期の重点目標とし

て掲げ、事業を推進してまいりました。㈱ウェブクルーの比較サイト事業では、大手検索エンジンのアルゴリズム

変更への対応（ＳＥＯ対策）として、各サイトの改修とコンテンツ拡充を継続して実施し、全般的に検索結果順位

が上昇、集客数、収益性の改善が見られました。その結果、事業全体のサイト利用者累計数は平成26年３月31日時

点で1,012万人（前年同期比115万人増）を超えました。ダイレクトマーケティング事業については、自社サイト利

用者のデータベースを活用し、インターネット回線の販売、㈱保険見直し本舗のご案内をするとともに、保険会社

と連携したマーケティングチャネルの開発に取り組みました。㈱保険見直し本舗では、テレビＣＭを放映するエリ

アでの相談件数が順調に推移し、ブランディング効果が顕著となってきました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高10,848,514千円（前年同期比18.1％増）、営業利益

1,041,954千円（前年同期比37.9％増）、経常利益1,076,416千円（前年同期比37.2％増）、四半期純利益542,054

千円（前年同期比49.7％増）となりました。

　

　各セグメントの業績は、次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、「住宅関連事業」及び「その他」に含めておりましたシニア関連Ｅマー

ケットプレイス事業を「生活サービス事業」へ、「フード事業」及び「不動産事業」を「その他」へそれぞれ変更

し、「保険サービス事業」、「生活サービス事業」、「車関連事業」、「メディアレップ事業」、「その他」の５

区分に変更しております。以下の前期比較につきましては、前期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数

値との比較で記載しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報

等）」に記載のとおりであります。

　　

①　保険サービス事業

　保険の一括見積もり・資料請求ウェブサイト「ズバット自動車保険比較」「保険スクエアbang！自動車保険」

では、両ブランドのもとで引き続き併行運用を行いました。重点課題であるＳＥＯ対策として継続的なコンテン

ツ拡充を図り、検索結果順位は全般的に回復が見られました。また保有する自社データベースを活用し集客力増

強を図る一方、集客チャネルの再構築によるコスト抑制が奏功し、収益性が改善しました。大型ショッピング

モールを中心に展開している㈱保険見直し本舗は、第１四半期連結累計期間に出店した13店舗に加え、当第２四

半期において「幕張イトーヨーカドー店」「みのおキューズモール店」「京都河原町三条店」「アルパーク広島

店」「甲府昭和イトーヨーカドー店」「ゆめタウンみゆき店」を新規出店し、全国192店舗となりました。ま

た、有名タレントを起用したテレビＣＭについては、第２弾６パターンを平成25年９月から放映し、引き続きブ

ランド強化に注力しました。㈱保険見直し本舗の業績については、契約数や新規出店は計画どおり順調に推移し

たものの、競合対策としてテレビＣＭの出稿を増やしたため、前年同期比で増収減益となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,658,684千円（前年同期比4.9％増）、営業利益は

1,016,483千円（前年同期比1.6％減）となりました。
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②　生活サービス事業

　一括見積もりサイト「ズバット引越し比較」「引越し比較.com」においては、引き続きＳＥＯ対策のためのコ

ンテンツ拡充に注力しました。また集客チャネルの再構築が奏功し、収益性は大きく改善しました。㈱住宅本舗

では、家づくり総合ポータルサイト「持ち家計画」や不動産投資情報サイトにおいて積極的なプロモーションを

展開し、利用者数は順調に推移しました。また住宅ローン一括審査申込サービスでは、コンテンツの拡充に加

え、一括入力アプリを新規開発し、運用を開始しました。㈱グランドエイジングでは、高齢者住宅相談事業の

ウェブコンテンツ拡大に加えて、地域福祉機関等との連携による利用者増加に注力しました。コマース事業にお

いても医療・介護・福祉部門の取扱商品を拡充し、販売強化に取り組みました。㈱ウェブクルーライトで取り組

む回線事業についても、契約数は堅調に推移しました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,873,260千円（前年同期比27.1％増）、営業利益は

279,423千円（前年同期比137.4％増）となりました。

　

③　車関連事業

　「ズバット車買取比較」「車買取比較.com」「ズバット車販売」などウェブサービスについては、消費税増税

前の駆け込み需要を背景に、個人の買い替えニーズと参加会社の買取需要の双方が増加するなかで、コンテンツ

増強などＳＥＯ対策により検索結果順位が上昇、集客数は堅調に推移し、大幅な増収増益となりました。中古車

輸出を手がける㈱アガスタでは、人気車種の在庫増強が奏功し、アジア地域でのディーラー向け輸出、アフリカ

地域での個人向け輸出ともに堅調に推移しました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,254,328千円（前年同期比61.4％増）、営業利益は

226,306千円（前年同期比137.6％増）となりました。

　

④　メディアレップ事業

　㈱ウェブクルーエージェンシーは、引き続き新規クライアント、既存クライアントへＳＥＭを中心としたウェ

ブマーケティング全般の提案や、自社データベースを活用したマーケティングの提案推進強化に努めました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は330,960千円（前年同期比0.1％減）、営業利益22,184千円

（前年同期比13.6％減）となりました。

　

⑤　その他

　中国火鍋専門店の小肥羊は、平成25年11月に「品川店」、12月に「横浜店」をオープンし、全国10店舗となり

ました。既存店では「渋谷店」「新宿店」「銀座店」「札幌店」が好調に推移し、新店舗も順調な立ち上がりを

見せた一方、新規開店費用や新規事業に関する先行費用がかさみ、増収減益となりました。㈱ウェブクルーリア

ルエステイトは、引き続き沖縄県での不動産開発事業に注力しました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は731,279千円（前年同期比24.5％増）、営業損失8,178千円

（前年同期は営業利益60,426千円）となりました。

　

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は13,043,499千円となり、前連結会計年度末に比べ354,524千円の

増加となりました。これは主として、商品の増加280,829千円、時価への評価替に伴う投資有価証券の増加350,390

千円および建物及び構築物の増加126,185千円（純額）等の増加要因がありましたが、現金及び預金の減少369,378

千円等の減少要因があったためであります。

　負債は7,657,868千円となり、前連結会計年度末に比べ208,826千円の減少となりました。これは主として、短期

借入金の減少93,000千円、長期借入金及び１年以内返済予定の長期借入金の減少37,666千円、社債の減少53,000千

円等の減少要因があったためであります。

　純資産は5,385,630千円となり、前連結会計年度末に比べ563,351千円の増加となりました。これは主として、四

半期純利益の計上542,054千円およびその他有価証券評価差額金の増加185,337千円等の増加要因がありましたが、

資本剰余金の配当が205,614千円あったためであります。

　

(3）キャッシュ・フローの状況の分析　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ469,386千円減少し、1,852,048千円となりました。

　営業活動の結果増加した資金は、607,555千円（前年同四半期は減少した資金が230,918千円）となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純利益1,015,641千円等の増加要因が、たな卸資産の増加額290,167千円、未払金の

減少額112,669千円等の減少要因を上回ったためであります。

　投資活動の結果減少した資金は、602,504千円（前年同四半期は減少した資金が1,972,621千円）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出243,365千円、敷金の差入による支出205,466千円および定期預金の預

入による支出100,008千円があったためであります。
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　財務活動の結果減少した資金は、474,561千円（前年同四半期は増加した資金が2,067,107千円）となりました。

これは主に、短期借入金の減少額93,000千円、自己株式の取得による支出164,815千円および配当金の支払額

204,106千円があったためであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 87,048,000

計 87,048,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成26年３月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年５月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,179,600 21,349,400
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数 100株

計 21,179,600 21,349,400 － －

（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成26年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成26年２月７日

新株予約権の数（個） 8,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 800,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり796

新株予約権の行使期間
自　平成31年２月24日

至　平成36年２月６日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格  　    398

資本組入額      398

新株予約権の行使の条件

（1） 新株予約権者は、新株予約権の行使時におい

て、当社及び当社連結子会社の取締役、監査役ま

たは従業員であることを要する。また、新株予約

権割当日における当社の取締役及び新株予約権割

当日以降において、当社の取締役又は監査役に就

任した場合は、自ら辞任した場合以外は新株予約

権の行使の条件を満たしているものとする。ただ

し、取締役会が正当な事由があると認めた場合は

この限りではない。

 （2）新株予約権者の相続人による本新株予約権の行

使は認めない。

 （3）本新株予約権の行使によって、当社の発行済株

式総数が当該時点における授権株式数を超過する

こととなるときは、当該本新株予約権の行使を行

うことはできない。

 （4）各新株予約権の一部行使はできない。

 （5）新株予約権割当契約に違反した場合には行使で

きないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締

役会の決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年１月１日～
平成26年３月31日
（注）１

211,800 21,179,600 10,334 1,567,511 10,334 174,608

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

　　　２．平成26年４月１日から平成26年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が169,800

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ8,465千円増加しております。

　

（６）【大株主の状況】

　 平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

渡邊　久憲 東京都港区 4,781,000 22.57

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１丁目４番10号 4,737,300 22.37

青山　浩 東京都渋谷区 2,416,400 11.41

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 1,237,600 5.84

渡邊　通世 東京都目黒区 780,200 3.68

立花証券株式会社 東京都中央区日本橋小綱町７番２号 659,900 3.12

株式会社ウェブクルー 東京都渋谷区道玄坂１丁目10番５号 612,449 2.89

内山　裕規 東京都目黒区 223,400 1.05

増田　幸太郎 横浜市港北区 180,000 0.85

ゴールドマン・サックス・アンド・カ

ンパニーレギュラーアカウント（常任

代理人　ゴールドマン・サックス証券

株式会社）

200 WEST STREET NEW YORK,NY,USA

　

（東京都港区六本木６丁目10番１号）　

177,500 0.84

計 － 15,805,749 74.63

　

EDINET提出書類

株式会社ウェブクルー(E05421)

四半期報告書

 8/23



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   612,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式20,566,100 205,661 －

単元未満株式 普通株式     1,100 － －

発行済株式総数         21,179,600 － －

総株主の議決権 － 205,661 －

　（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式49株が含まれております。

　

②【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

　株式会社ウェブクルー

東京都渋谷区道玄坂１丁目

10番５号
612,400 － 612,400 2.89

計 － 612,400 － 612,400 2.89
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人アリアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,388,441 2,019,062

売掛金 2,163,251 2,107,640

商品 937,702 1,218,532

原材料及び貯蔵品 29,250 38,593

繰延税金資産 160,809 128,243

その他 1,085,478 1,029,478

貸倒引当金 △48,219 △26,380

流動資産合計 6,716,713 6,515,169

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 928,012 1,054,197

その他（純額） 309,499 313,025

有形固定資産合計 1,237,511 1,367,223

無形固定資産

のれん 596,415 486,752

その他 199,337 193,448

無形固定資産合計 795,752 680,200

投資その他の資産

投資有価証券 2,634,625 2,985,015

長期未収入金 530,645 532,043

破産更生債権等 3,246 3,175

繰延税金資産 128,096 139,319

その他 1,165,324 1,360,822

貸倒引当金 △522,942 △539,472

投資その他の資産合計 3,938,996 4,480,904

固定資産合計 5,972,260 6,528,329

資産合計 12,688,974 13,043,499
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 42,893 63,917

短期借入金 721,000 628,000

1年内返済予定の長期借入金 674,403 714,029

1年内償還予定の社債 106,000 106,000

未払金 1,288,151 1,183,671

未払法人税等 305,091 393,695

賞与引当金 241,384 168,384

解約調整引当金 46,118 42,732

その他 1,148,721 994,429

流動負債合計 4,573,764 4,294,859

固定負債

社債 1,692,000 1,639,000

長期借入金 1,086,380 1,009,088

役員退職慰労引当金 74,056 84,768

退職給付引当金 173,477 193,110

資産除去債務 136,807 156,583

繰延税金負債 90,933 214,516

その他 39,275 65,941

固定負債合計 3,292,931 3,363,008

負債合計 7,866,695 7,657,868

純資産の部

株主資本

資本金 1,554,165 1,567,511

資本剰余金 1,226,669 1,034,401

利益剰余金 1,885,050 2,475,736

自己株式 △190,053 △354,868

株主資本合計 4,475,832 4,722,780

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 187,178 372,516

為替換算調整勘定 △18,719 △12,165

その他の包括利益累計額合計 168,459 360,351

新株予約権 50,260 30,171

少数株主持分 127,727 272,326

純資産合計 4,822,278 5,385,630

負債純資産合計 12,688,974 13,043,499
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高 9,182,337 10,848,514

売上原価 1,601,598 2,495,816

売上総利益 7,580,738 8,352,698

販売費及び一般管理費
※ 6,825,229 ※ 7,310,743

営業利益 755,509 1,041,954

営業外収益

受取利息 2,949 3,693

為替差益 23,762 2,699

投資事業組合運用益 4,054 －

その他 24,642 56,560

営業外収益合計 55,409 62,952

営業外費用

支払利息 23,344 22,933

投資有価証券売却損 440 －

投資事業組合運用損 － 634

その他 2,849 4,922

営業外費用合計 26,634 28,490

経常利益 784,284 1,076,416

特別利益

固定資産売却益 － 349

事業譲渡益 23,788 －

持分変動利益 － 6,611

特別利益合計 23,788 6,961

特別損失

固定資産除売却損 10,552 14,394

持分変動損失 － 45,822

貸倒引当金繰入額 29,595 －

リース解約損 － 7,519

特別損失合計 40,147 67,736

税金等調整前四半期純利益 767,924 1,015,641

法人税、住民税及び事業税 392,370 389,033

法人税等調整額 11,890 24,993

法人税等合計 404,260 414,026

少数株主損益調整前四半期純利益 363,664 601,615

少数株主利益 1,496 59,560

四半期純利益 362,168 542,054
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 363,664 601,615

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 52,830 185,337

為替換算調整勘定 10,075 6,553

その他の包括利益合計 62,906 191,891

四半期包括利益 426,570 793,507

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 424,128 733,842

少数株主に係る四半期包括利益 2,441 59,665
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 767,924 1,015,641

減価償却費 156,721 152,033

のれん償却額 130,923 120,659

株式報酬費用 7,487 14,079

貸倒引当金の増減額（△は減少） 35,834 △5,207

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,328 △73,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,918 10,711

退職給付引当金の増減額（△は減少） 22,310 19,632

解約調整引当金の増減額（△は減少） △11,567 △3,386

受取利息及び受取配当金 △2,949 △3,693

支払利息 23,344 22,933

為替差損益（△は益） △23,762 △2,699

持分変動損益（△は益） － 39,210

投資有価証券売却損益（△は益） 440 －

固定資産除却損 9,566 14,394

投資事業組合運用損益（△は益） △4,054 634

固定資産売却損益（△は益） － △349

事業譲渡損益（△は益） △23,788 －

売上債権の増減額（△は増加） △648,022 49,270

たな卸資産の増減額（△は増加） △312,385 △290,167

営業貸付金の増減額（△は増加） 3,109 －

仕入債務の増減額（△は減少） 15,547 21,023

未払金の増減額（△は減少） 236,339 △112,669

前受収益の増減額（△は減少） 46,773 △67,887

その他 △49,108 11,839

小計 377,272 933,003

利息及び配当金の受取額 2,911 1,437

利息の支払額 △19,843 △25,272

法人税等の支払額 △591,258 △301,612

営業活動によるキャッシュ・フロー △230,918 607,555
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △132,580 △243,365

無形固定資産の取得による支出 △43,607 △53,290

有形固定資産の売却による収入 － 875

投資有価証券の取得による支出 △1,689,485 －

投資有価証券の売却による収入 90,125 16,153

敷金及び保証金の差入による支出 △77,042 △205,466

敷金及び保証金の回収による収入 8,687 4,790

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △29,961

事業譲渡による収入 36,422 －

事業譲受による支出 △185,000 －

定期預金の預入による支出 － △100,008

貸付けによる支出 △7,943 △18,497

貸付金の回収による収入 30,281 26,266

その他 △2,477 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,972,621 △602,504

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 603,731 △93,000

長期借入れによる収入 735,000 316,000

長期借入金の返済による支出 △320,377 △353,666

社債の発行による収入 1,500,000 －

社債の償還による支出 △53,000 △53,000

ストックオプションの行使による収入 497 11,012

自己株式の取得による支出 △190,756 △164,815

配当金の支払額 △197,202 △204,106

少数株主からの払込みによる収入 － 79,393

その他 △10,786 △12,379

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,067,107 △474,561

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,507 2,973

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △125,925 △466,537

現金及び現金同等物の期首残高 2,447,047 2,321,435

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

20,306 △2,849

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,341,428 ※ 1,852,048
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(１）連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、㈱小肥羊パートナーズは新規設立したため、連結範囲に含めており、アカウン

ティングポーター㈱は重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。また、㈱車屋本舗は平成25年

12月31日をもって㈱ウェブクルーエージェンシーに吸収合併されております。

　当第２四半期連結会計期間より、網洋信息資産管理諮詢（香港）有限公司、BPOバンコク㈱及び㈱ウェブク

ルータイランドは持分比率が低下し、重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。また、㈱家計

見直し.comは平成26年３月31日をもって㈱保険見直し本舗に吸収合併されております。

　　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日）

給料手当 1,809,336千円 1,793,242千円

賞与引当金繰入額 △14,328 △66,856

広告宣伝費 1,972,639 1,992,819

役員退職慰労引当金繰入額 10,895 10,991

退職給付費用 24,085 27,033

貸倒引当金繰入額 6,298 282

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日）

現金及び預金 2,341,428千円 2,019,062千円

預入期間が３か月を超える定期預金　 － △167,013

現金及び現金同等物 2,341,428 1,852,048
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日

定時株主総会
普通株式 198,126 10 平成24年９月30日 平成24年12月25日 資本剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日

取締役会
普通株式 199,200 10 平成25年３月31日 平成25年６月10日 資本剰余金

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月20日

定時株主総会
普通株式 205,614 10 平成25年９月30日 平成25年12月24日 資本剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日

取締役会
普通株式 205,671 10 平成26年３月31日 平成26年６月９日 資本剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）　

保険サービ

ス事業

生活サービ

ス事業
車関連事業

メディア

レップ事業
計

売上高     　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,392,427 1,473,988 1,397,157 331,325 8,594,899 587,437 9,182,337 － 9,182,337

セグメント間の内部

売上高又は振替高　
－ 76,329 － 927,763 1,004,092 12,714 1,016,807 △1,016,807 －

計 5,392,427 1,550,318 1,397,157 1,259,088 9,598,991 600,152 10,199,144 △1,016,807 9,182,337

セグメント利益 1,032,937 117,689 95,258 25,672 1,271,557 60,426 1,331,984 △576,475 755,509

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店運営事業及び不動産

事業等であります。

２　調整額の金額は、セグメント間取引消去等の調整額であります。　

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）　

保険サービ

ス事業

生活サービ

ス事業
車関連事業

メディア

レップ事業
計　

売上高     　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,658,684 1,873,260 2,254,328 330,960 10,117,234 731,279 10,848,514 － 10,848,514

セグメント間の内部

売上高又は振替高　
－ 63,051 1,351 1,103,740 1,168,143 11,179 1,179,322 △1,179,322 －

計 5,658,684 1,936,312 2,255,679 1,434,701 11,285,377 742,459 12,027,837 △1,179,322 10,848,514

セグメント利益又は

損失(△)
1,016,483 279,423 226,306 22,184 1,544,398 △8,178 1,536,220 △494,265 1,041,954

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店運営事業及び不動産

事業等であります。

２　調整額の金額は、セグメント間取引消去等の調整額であります。　

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　　２．報告セグメントごとの変更等に関する事項

　　　第１四半期連結会計期間より、従来に比して簡潔で事業の実態に即した報告を提供するため、「住宅関

連事業」及び「その他」に含めておりましたシニア関連Ｅマーケットプレイス事業を「生活サービス事

業」へ、また、「フード事業」及び「不動産事業」を「その他」へそれぞれ変更しております。

　　　この変更により、当社グループの報告セグメントは「保険サービス事業」、「生活サービス事業」、

「車関連事業」、「メディアレップ事業」及び「その他」の５区分となりました。

　　　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 18円20銭 26円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 362,168 542,054

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 362,168 542,054

普通株式の期中平均株式数（株） 19,900,948 20,575,229

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 15円89銭 23円41銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） 3,797 5,235

（うち支払利息（税額相当額控除後）

（千円））
（3,797） （5,235）

普通株式増加数（株） 3,135,499 2,801,971

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

　第６回新株予約権

　この概要は、「第３提出会社

の状況 1 株式等の状況 (2)新

株予約権等の状況」に記載のと

おりです。

　　　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　平成26年５月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

(イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　 205,671千円

(ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　10円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成26年６月９日

（注）平成26年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

平成26年５月９日

株式会社ウェブクルー

取締役会　御中

　

監査法人アリア

　

　
代表社員
業務執行社員

　公認会計士 茂　木　秀　俊　　印

　

　
代表社員
業務執行社員

　公認会計士 山　中　康　之　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウェ

ブクルーの平成２５年１０月１日から平成２６年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２６年

１月１日から平成２６年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２５年１０月１日から平成２６年３月３１

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウェブクルー及び連結子会社の平成２６年３月３１日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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